
心臓のしくみとはたらき－②中２理科２ ＮＯ８Ｂ

…心臓から出て全身をめぐって心臓にもどる。身体の細胞に酸素や養分

などが血液によって運ばれる。そして，細胞から二酸化炭素などを受

け取った血液(静脈血)が心臓にもどってくる。

…心臓から出て肺をめぐって心臓にもどる。体循環をへて酸素が少なく

なった血液が肺に送りこまれ，酸素をたっぷりとふくんだ血液(動脈血)
となって心臓にもどってくる。
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血しょう→組織液へ

養分･酸素が多い

組織液→血しょうへ

二酸化炭素･不要物が多い

細胞が酸素を取りこみ二酸化炭素を排出する

ことを細胞呼吸という。養分が酸素と結びつ

いて分解され，エネルギーが取り出される。

血しょうの成分の約99％は
水分である。

組織液の一部はリンパ管にも入る。リンパ管に入った組織液はリンパ液とよばれ

血液と同じく養分や不要物を運ぶはたらきがある。

血液の流れるようすを観察する

①メダカを水といっしょにファスナー
つきのビニル袋に入れる

②尾びれを観察する

尾びれの骨

・血液の流れは、尾びれの先端に向かう流れと、心臓にもどる

流れの２つがある。

・血管は、尾びれの先端に向かうほど枝分かれしている。
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毛細血管の外側に
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細胞の中

サ２

シ

ス
セ

ソ

カ

キ

ク

ケ

コ

ア

ウ エ

オ

タ

チ ツ

テ

ナニ

ヌ ネ ノ

ト

ハ

マ

ミ

ヒ

フ

ヘ

ホ

ア

イ

ウ

コ

サ

サ１


